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量 子 固 体 Ⅳ














































¢j(r,)- expL 宕(r了 Rj)2]
であるが,変形が生じたときには上の二つの効果を取入れて
(10.ll)






















Eり･竺 一蛋 I¢(r-R,,∇2¢(rq ,dr
一芸 頼 (rサ ･∇¢(r一町 dr< 0
(10.14)
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を無視する近似では,Eりは 乙･)が nearestneighborのときのみ 0でないとして
(Eo-E)C乙+Elヲ′C,=o (10･18)




はk-0の Block状態に相当する C乙-COnSt･ すなわち
′~ヽ_/
W･=ヲW, (10.20)




No-(W乙fW乙)I Nl-(V,fW乙) (i,jは nearestneighbor)



















以上の方式によって固体 3Heについて計算 した結果を表に示す0 (あとで述べるよ












3.75 0.069 0.73 21.4 14.6 -5.4 9.2
3.65 0.081 0.69 26.0 18.2 -5.9 12.3
3.55 0.081 0.70 31.3 22.1 -6.2 15.9
3.45 0.078 0.69 37.4 26.2 -6.3 19.9
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図 27 固体 3Heにおける空格子点生成エネルギーの理論と実験
(H eth erin gton 1) による ) 直線は ¢冒, 点線は ¢o
しかし,理論的には 3)の量子効果の計算には問題がある｡(10.16)の波動関数をと
るとき,置換に対する対称性,すなわちボース統計, フェルミ統計の差に注意を払って












位置と核スピンの配置を決めた上で反対称化を行った波動関数 ¢乙｡ を導入する. αii
は乙以外の格子点を占める原子の核スピンの配置を示す添字である｡空格子点が格子点
iから隣 りの格子点)に移ると,核スピンの配置も αLから βjに変るoここで,(i･
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結晶全体に広がるk-0の Bloch状態になれば zEl のエネルギーの得が生じるが,ス
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は非常に難 しくな り,ほとんど局在 してバ ンドは形成 しないだろう｡





～ 50, - - 2
α
(10.35)




依存性 を持っことであろう｡定性的に言って,高温ほど空格子点は動 きにくく, したが
ってエネルギーは増大するという傾向も納得できる｡
Hetheringtonによる固体 3Heの比熱の解析の結果 (前回図25)を見よう｡Hetheri-
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